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　内戦終結後の1993年、新生カンボジア王国では複
数政党制、自由市場経済が導入され、映画産業も新た
な展開を見せようとしていた。だがタイや台湾、香港
などからテレビ用ドラマや映画が相次いで輸入され、
国内の作品は押され気味だった。そのような状況で、
2003年１月、カンボジアでも人気のあったタイ人女優
が「アンコールワットはタイのものだった」という趣
旨の発言をした、という噂から、タイに対する感情が
悪化し、タイのコンテンツは国内で放送・上映されな
くなった。国産テレビドラマや映画がその穴を埋める
ように量産されるようになり、図らずも映画産業は活
気づいた。しかし2006年ごろをピークにテレビドラ
マや映画館での映画鑑賞は徐々に低調になっていっ
た。パソコンやスマートフォンを持つ人が増え、映像
は海賊版DVDやネットで見るようになったことも理
由のひとつであろう。プノンペン市内に数多くあった
映画館は閉館となり、カラオケやレストランに改装さ
れた。
　ところが2011年にカンボジアで初のシネコンがプ
ノンペンに誕生したことが、再び人々を映画館に呼
び戻すことになった。プノンペンにまずオープンした
のがマレーシア資本のLegend Cinemaと、Platinum 
Cineplex 1）である。次にタイ資本のMajor Cineplex
が2014年にオープンした。また、単独映画館が次々と
閉館される中、1938年に設立されて唯一の存在となっ
ていたCine Luxが2004年に新装オープンした2）。文
化省および情報省は、映画館やテレビで放送する作品
は最低１割は国産のものを選ぶようにと指導してい
るという3）。
　カンボジア国内で上映された映画に関するさまざ
まな統計、たとえば、年間で発表された映画作品一覧、
興行収入一覧などは公表されていない。本稿で紹介す
る作品一覧は、シネコンが誕生した2011年１月から

2016年10月現在までにカンボジア国内の商業映画館
4）で上映されたものである5）。
　作品数を見ると、2013年は９作品、2014年は10作
品、2015年は14作品、2016年は24作品と年々増加し
ている。内容はホラー・コメディが最も多く、次にホ
ラー要素のないコメディがほとんどである。アクショ
ン映画の場合には、カンボジアの伝統的な格闘技であ
るボカタオを必ず使っている。監督名や脚本家名は、
外国人が映画制作にかかわった作品以外は映画作品
の情報として提示されることは少なく、映画制作会社
名のみが重要であることがわかる6）。作品数の多いLD 
Pictureは、現在カンボジアで最も人気のあるコメディ
アンのペルミーと彼が率いるコメディアングループ
が出演するものに限って制作している。また、Angkor 
Pictureはタイを中心としたアセアン市場を視野に入
れており、制作した『不死身』、『チャントリア』のいず
れもタイに輸出されている。同社はタイ国内でプロ
モーションを行ったことをカンボジア国内のメディ
アで強調しており、タイ国内での上映が映画作品の重
要な指標のひとつとなっている。
　2014年に興行収入が高かったのは、第１位が『不死
身』、第２位が『二人の兄弟』で、以下『その壺何の壺』、

『プルアンが死んじゃった』、『かっこいいお化け』、『３
人の司祭』が続く7）。2016年では『愛する後輩』が公開
１か月で興行収入20万米ドルを超え、同時期に上映さ
れていたタイの映画を抜いたという8）。『呪いの女』は
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１） 現在はMajor Cineplexの傘下にある。
２） Barisani（2011）
３） Nou and Brooke（2014）

４） 現在は、国内にLegend Cinema３か所、Platinum　Cineplex２
か所、Major Cineplex１か所の合計６か所のシネコンと単独映
画館のCine Luxである。その他に、プノンペンにはおもに在住
外国人が利用するコミュニティシネマがいくつかある。

５） 公開日、上映映画館名、予告編をインターネット上で確認でき
たものに限り筆者が収集したものである。映画祭の会場となっ
たために上映された場合を含まない。

６） マスコミなどのインタビューには、映画監督ではなく、制作会
社社長が対応することが一般的である。これは今に始まった
ことではなく、映画産業が盛んだった1960年代頃から、制作
会社社長が映画館を所有し、監督も兼ねていることが一般的
だった。

７） 
８） 
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表　カンボジア映画作品一覧（2011－2016）
カンボジア語タイトル 制作年 日本語タイトル 英題タイトル 監督名 制作会社 ジャンル

2010＊ 遥か彼方へ Lost Loves Chay Bora Palm Film Production ドラマ/歴史/戦争
2012 ヘルメットをかぶったアープ LD Picture ホラーコメディ
2013 走れ！ Run ! Oudom Touch Arom Films ホラー（ゾンビ）
2013 ヘルメットをかぶったアープ２ LD Picture ホラーコメディ

I am Super Student 2013 私はスーパー・スチューデント Prime Dynasty 学園コメディ
2013 ８つの頭を持つ幽霊 Sunday Production ホラーコメディ

2013 ダイヤモンド Gems on the Run Clausin Quentin & 
Sok Visal 391 films アドベンチャー

コメディ
2013 レズビアンのミッション RGB コメディ
2013 何が怖いの？ 笑ったんだよ RGB コメディ
2013 ４つ目の幽霊 RGB ホラーコメディ
2013 消えた画 The Missing Picture Rithy Panh ドキュメンタリー
2014 シアター・プノンペン The Last Reel Sotho Kulikar Hanuman Films ドラマ
2014 玉座の霊 ホラー
2014 不死身 Angkor Picture アクション
2014 婿のルークー LD Picture コメディ
2014 その壺、何の壺　 Leak Lyda LD Picture ホラーコメディ
2014 二人の兄弟 2 Brothers LD Picture コメディ
2014 プルアンが死んじゃった ホラーコメディ
2014 かっこいいお化け  ホラーコメディ

 2014 ３人の司祭 Rock ホラーコメディ
2014 空家 Diap Sovanndara red picture ホラーコメディ
2015 死の井戸 LD Picture ホラーコメディ
2015 ハヌマーン Jimmy Henderson Westec Media  アクション
2015 霊魂 Beauty Production ホラーコメディ
2015 二人の父 2 Fathers  LD Picture コメディ
2015 木の橋の下敷きになった魂 LD Picture ホラーコメディ
2015 呪われたフェイスブック ？ ホラー

You Are My Memory 2015 ユーアーマイメモリー Rock ロマンチックコメディ
2015 父の隠した宝物 mega film コメディ
2015 足の悪い遊び人 LD Picture ホラーコメディ
2015 幽霊が映画を撮る ホラーコメディ
2015 オールドミス コメディ
2015 ７日間 7day! rich kids media ホラーコメディ
2015 兄弟の闘い Blood in Dispute  Ken Simpson Phum Pich Films ドラマ
2015 陥落の前に Ian White Rock ドラマ/歴史/戦争
2015 その壺、何の壺　２ Leak Lyda LD Picture ホラーコメディ
2016 ポッピー、ハリウッドに行く Poppy Goes to Hollywood Sok Visal Rock コメディ
2016 愛する後輩 My Junior My Crush Rock ロマンチックコメディ
2016 呪術商い Rock コメディ
2016 30日間 ホラーコメディ
2016 チャントリア Angkor Picture ホラー
2016 恋人は一人っ子 red picture コメディ
2016 魂の旗 red picture ホラーコメディ

 2016 呪いの女 The Forest Whispers Jimmy Henderson Rock ホラー
2016 地獄への観光旅行 Welcom to Hell VCine picture ホラーコメディ
2016 不思議なボカタオ Z-entertainment  ホラーコメディ
2016 こんにちは、プノンペン Hello Phnom Penh LD Picture コメディ
2016 アタンの呪い Curse of the Black Magic ホラー
2016 永遠 Z-entertainment  ホラーコメディ
2016 悪いっていったら悪いんだよ コメディ
2016 花嫁31歳、花婿52歳 rich kids media コメディ
2016 幽霊退治のパートナー BKS ホラーコメディ
2016 大乞食、恋に陥る LD Picture コメディ
2016 牢屋野郎と手錠野郎 Meatochakfilm  コメディ
2016 漬物売りのマオ コメディ
2016 ３人の乙女の幽霊 BADEHA Production ホラーコメディ
2016 大切なのは君が美しいこと Girl is Like That  Eye Love Film ロマンチックコメディ
2016 恋の値段 Price of Love Eye Love Film ロマンチックコメディ
2016 クヴァクとクヴァンが異次元に行く LD Picture コメディ
2016 ボクシング一家 LD Picture コメディ
2016 ダイヤモンド・アイランド Diamond Island Davy Chou ドラマ

＊IMBdによると制作年は2010年だが、カンボジア国内で上映されたのは2012年1月である。
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過激な性描写があるとして批判があるものの、２週間
で６万人以上の観客を動員したという9）。
　外国人が制作にかかわっている作品は、その情報発
信力から海外の映画祭に出品することで国外で評価
を得ている。ポル・ポト時代をテーマにした『遥か彼方
へ』、『消えた画』、『陥落の前に』、『シアター・プノンペ
ン』や、現代の経済発展とそれに翻弄される若者の姿
を描いた『ダイヤモンド・アイランド』などは、カンボ
ジア国内の映画作品の大部分がホラー、コメディ、ア
クションといった娯楽性の高い作品に限られている
中でかなり異色であるといえる。
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